
2016（平成 28）年 10月 5日 

各位 

                              九州 CSR協会 

              会  長 吾 郷 眞 一 

   副会長 近 藤   真 

 

第 6回九州 CSRセミナー（人権研修）への参加のお願い 

拝啓 

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

貴社におかれて、どのような問題を企業内の人権問題として理解し、それについて社内でど

のような研修をしたらいいかお困りではありませんか。 

企業の不祥事がマスメディアで報道されない日がないほどです。そして、このような不祥事

を防ぐためのメカニズムとして内部統制システム、コーポレートガバナンス、コンプライアン

ス等の取組みが要請されているところです。また、投資家向けの IR 活動の中にも人権擁護の

記載をする企業も出てきました。2010年に発行された ISO26000（組織の社会的責任に関する

国際規格）の中核課題も「人権」といわれています。海外の大手企業と契約を締結する日本の

企業は、契約書のサインだけではなく、海外大手企業が作成した「サプライヤー行動規範」等

（児童労働、強制労働、差別的取扱い等の人権侵害をしていないこと等を誓約するもの）にサ

インするよう求められるようになってきています。色々な場面で「人権」が登場してきます。 

しかし、会社で人権研修を担当する方々におかれては、具体的にどのような問題を自社の人

権問題ととらえたらいいのか、また、それをどのように社内で研修したらいいのか、という問

題に悩まれているのではないでしょうか。 

今回企画したセミナーは、当協会がヒューライツ大阪と共催で、企業が意識しないうちに人

権でつまずくような実例を紹介するとともに、人権に関して社内でどのような研修を行ったら

いいかにつき問題を検討します。 

添付のチラシをご一読のうえ、チラシ下部の参加申込欄にてお申込みいただければ幸いです。

なお、参加料は 1名 3000円です。 

ご不明のこと等ございましたら、チラシ下欄の九州 CSR協会(TEL:092-401-1686)又は福岡

国際法律事務所（TEL:092-781-7440）の弁護士の近藤真（kondo@fukuokakokusai.gr.jp）、松

井仁（matsui@fukuokakokusai.gr.jp）、稲森幸一（inamori@fukuokakokusai.gr.jp）まで連

絡いただければ幸甚です。 

                                    敬 具 

＊セミナーの主催者について 

九州ＣＳＲ協会は、組織の社会的責任について研究し、その成果を社会に発信することを通じて、組織

の社会的責任経営への取組を支援するグループで、学者、弁護士・公認会計士・税理士・社会保険労務士

等の専門家、コンサルタント、会社経営者・会社員等から構成されており、会長は、吾郷眞一氏（立命館

大学法学部特別招聘教授・九州大学名誉教授）です。 

「ヒューライツ大阪」は、正式名称を「一般財団法人アジア・太平洋人権情報センター」といい、①ア

ジア・太平洋地域における人権の伸長を図る、②国際的な人権伸長・保障の過程にアジア・太平洋の視点

を反映させる、③アジア・太平洋地域における日本の国際協調・貢献に人権尊重の視点を反映させる、④

国際化時代にふさわしい人権意識の高揚を図る、という４つの目標の下で人権情報の受発信と人権の国際

基準の普及促進のために活動している団体です。企業と人権の分野でも多くの成果があり、「人を大切に

―人権から考えるＣＳＲガイドブック」等を出版しています。 




